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平成 28 年 10 月期業績予想と実績の差異に関するお知らせ 
 
平成 28 年９月 14 日に公表した平成 28 年 10 月期（平成 27 年 11 月１日～平成 28 年 10 月 31

日）の通期連結業績予想と本日公表の同実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

 

記 

１．平成 28 年 10 月期通期連結業績予想と実績値の差異 

（１）差異の内容（平成 27 年 11 月１日～平成 28 年 10 月 31 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に 

帰属する 
当期純利益 

１株当たり
当期 
純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円

21,600 
百万円

250 
百万円

0 
百万円 
330  

円 銭

13.57 

実績（Ｂ） 21,329 143 84 372  15.31 

増減額（Ｂ－Ａ） 270 106 84 42  － 

増減率（％） 1.3 42.5 － －  － 
（ご参考）前期実績 
（平成 27 年 10 月期通期） 

22,820 538 1,316 545  22.43 

 

（２）差異の理由 

売上高は、エレクトロニクス事業において、半導体露光装置向け高均質ガラスの需要が伸長し

なかったものの、極低膨張ガラスセラミックスや石英ガラスの需要は堅調に推移しました。一方、

光事業において、デジタルカメラ向けレンズ材の需要が低調に推移したことなどから、前回予想

を下回りました。 

損益面では、売上高減少に伴い、熔解工程の稼働率改善が当社の想定を下回ったことなどによ

り、営業利益など各段階利益は前回予想を下回りました。 

 

※ 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入

手可能な情報に基づいて当社が判断したものであり、実際の業績等は、様々な要因により異なる

結果となる可能性があります。 

以 上 


